
学校番号 318 

平成 31 年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 1 単位 年次 2 年次 

使用教科書 「高校美術 2」 （日本文教出版） 

副教材等  なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

日常の何気ない出来事にも美（芸術）が織り込まれていることに気付き、より日常を楽しむ気持ち

をもつこと。柔軟な思考、多面的な視点などは、美術だけでなく、様々な分野において、重要であ

ると考える。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活から芸術、美術を抽出し、表現へと展開する。多様な創造性を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

創造することを実感

する。 

教科書だけでなく、日

常にある芸術への意

識を再認識する。 

様々な表現手段に対

して積極的に取り組

む。 

 

様々な資料などを参

考にしつつ、自身の発

想を明確にする。 

構想を具現化するに

あたっての発案や表

現手段が妥当である

かの検討など。 

素材の特徴を活かし

て表現する方法、技

法の習得。 

素材を扱う道具と特

徴を活かす。 

素材の可能性を探究

する。 

課題における意図の

理解。そこからの展

開。 

素材などの特徴につ

いて。 

参考資料における芸

術文化への知識。 

評
価
方
法 

課題作品を制作する

様子。 

参考資料の探求（書

籍、ネット検索など）。 

授業における準備、片

付け、掃除など。 

アイデアスケッチ。 

制作途中の作品チェ

ック。 

完成作品。 

作品に対しての技法

や道具の使用方法の

模索過程。 

完成作品。 

課題の理解と展開。 

自身、他者の課題作

品に対する意見交

換。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

水
彩
・
コ
ラ
ー
ジ
ュ 

水彩表現・コラージュ 

  

水彩（アクリルガッシ

ュ）を用いて、様々な色

彩カードを制作する。 

 

制作した色彩カードを

用いて、テーマにそっ

て、コラージュ（貼り付

け）による表現を展開す

る。 

○ ○ ○ ○ a:参考資料からの発想。 

b:水彩における混色。紙の

材質の探求。 

c:混色により出来上がる

色の把握。 

紙の加工、素材の特性を活

かした模索過程。 

（・自身の発案した表現方

法、技法が想定外であって

もよい。 

・作品を無難に終わらせる

より、自身の発想によっ

て、どの様に表現出来るか

を試行錯誤した作品を評

価する。 

・何れの課題においても同

様、以下、省略） 

d: 課題をどの様に理解し

たか。制作過程での技法の

把握。学生間の作品への意

見交換の様子など。 

:課題作品

を制作す

る意欲、姿

勢 

:アイデア

スケッチ 

:制作途中

の作品チ

ェック 

:学生間で

の作品へ

の意見交

換 

:完成作品 

:準備や片

付け、整理

整頓の状

況 

前
期 

油
彩 

油彩表現 

 

-矛盾を表現する- 

 

例・重さと軽さ、速いと

遅い、在ると無い、など。 

 

教科書などを各自の資

料を参考にしながらア

イデアスケッチを行な

う。 

 

油彩を用いてキャンバ

スに表現する。 

○ ○ ○ ○ a:参考資料からの発想。 

b:課題をどのように表現

するかを検討する。アイデ

アスケッチによる模索。 

c:油彩の特性を活かして、

表現する。 

d: 課題をどの様に理解し

たか。制作過程での技法の

把握。学生間の作品への意

見交換の様子など。 

:課題作品

を制作す

る意欲、姿

勢 

:アイデア

スケッチ 

:制作途中

の作品 

:学生間で

の作品へ

の意見交

換 

:完成作品 

:準備や片

付け、整理

整頓の状

況 



後
期 

ス
ク
ラ
ッ
チ 

-スクラッチボード- 

   

・黒いインクが塗られた 

ボードをニードルによ 

って、引っ掻く。 

スクラッチボード上で

は、描く事で白くなって

いく。削りとる表現。 

 

上記の特徴を用いて、各 

自で決めたモチーフを 

表現する。 

○ ○ ○ ○ a: 参考資料からの発想 

b:描写した部分が白くな

る、明るくなるということ

をふまえて発案、模索。 

c:ニードルによる線表現

の工夫。 

決めたモチーフをどのよ

うに描写しているか。 

d: 課題をどの様に理解し

たか。制作過程での技法の

把握。学生間の作品への意

見交換の様子など。 

:課題作品

を制作す

る意欲、姿

勢 

:アイデア

スケッチ 

:制作途中

の作品 

:学生間で

の作品へ

の意見交

換 

:完成作品 

:準備や片

付け、整理

整頓の状

況 

後
期 

粘
土 

-樹脂粘土- 

 

デッサンの精密描写と

同様に、粘土素材を用い

て、モチーフの模造を行

なう。 

 

各自が決めたモチーフ

の素材感などを表現す

る。 

 

細部への視線、観察。 

粘土による具現化。 

○ ○ ○ ○ a: 参考資料からの発想。 

b:粘土で模造するにあた

って、どのようなモチーフ

が適しているか。どの部分

を表現するかを検討する。 

c:粘土の特徴を活かして、

自身が決めたモチーフの

素材感、質感をどの様に表

現するかを模索。 

d: 課題をどの様に理解し

たか。制作過程での技法の

把握。学生間の作品への意

見交換の様子など。 

:課題作品

を制作す

る意欲、姿

勢 

:アイデア

スケッチ 

:制作途中

の作品 

:学生間で

の作品へ

の意見交

換 

:完成作品 

:準備や片

付け、整理

整頓の状

況 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


